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概要 
 
 OmiseGO で述べている、「Unbank the Banked  *銀行口座を持つ人々を解放する」とは
バンキングサービスをディスラプトすることを意味しますーそれにより全ての人に銀行や金
融機関、カードネットワークを介する必要のない代替の金融と電子商取引のツールを提供し
ます。OmiseGO はリアルタイムでピア・ツー・ピアの、価値(通貨・ポイント・マイル・あ
りとあらゆる価値をもつもの）の交換と決済のサービスを国家や組織、法定通貨と分散型通
貨の両方を不可知的に横断することを可能にする次世代のイーサリアムベース金融プラット
フォームです。そして、真のファイナンシャル・インクルージョンを可能にし、人々の利害
と一致しないお金の制限から自由にします。 
 
 私たちのターゲット顧客は、東南アジアの人口の 73%を占める現在正規の金融サービスへ
のアクセスを持たずに利用できない人々（「アンバンクド」と呼ばれる）と、今まではそれ
がベストな選択肢であったという理由から現在正規の金融サービスを利用している人々(「バ
ンクド」)27%の両方です。 これらのエンドユーザーに、選択したあらゆる資産タイプや、
ETH や BTC のような分散型通貨、ならびに国家の認可を受けた完全に準備金の裏付けがあ
りユーザーが自分で保管できる法定通貨トークンを含む、各通貨をより効果的かつ知見を得
られる形で、管理ツールを提供します。さらにエンドユーザーは、彼らの財務を維持するた
めのネットワーク自体の稼働への参加を選択することができますー資産だけでなく、生産手
段のコントロールを自身の手にもたらすことができます。 
  
 基盤である OmiseGO ネットワークは、経済的安全の保障のためにイーサリアムと、幅広
い用途を持ちオフチェーンチャンネルを通じてスケールする能力を持つ大量取引の決済ネッ
トワーク、コンセンサスに埋め込まれたオンチェーンの分散型取引所を含む最先端の暗号経
済的な仕組みで構成されています。 
  
 加えて、エンドカスタマーが OmiseGO ネットワークと完全にやり取りできることを確保
するため、私たちは 2017 年の第 4 四半期、ホワイトレーベルのデジタルソフトウェア開発
キット（SDK）を無償で提供します。このデジタルウォレット（例：SVF）は、今後
OmiseGO ネットワークで稼働する多くの金融アプリケーションの最初のプロダクトとなる
ものです。 
  
 Omise Holdings Pte. Ltd.は、急成長するフィンテックスタートアップとして決済と価値移
転のランドスケープにおいて揺るぎない実績を持っています。OmiseGO はこのプロジェク
トを実装するためのベストな方法です。2016 年、Omise はフォーブス誌で「フィンテック
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ロックスター」として特集されました。私たちのビジネスチームは過去に金融機関や電子送
金業界の会社で役員を務めたプロフェッショナルで構成されています。私たちは金融サービ
ス市場を内側から外側まで熟知しています。技術チームは高成長のテックスタートアップで
豊富な経験のある専門家によって主導されています。特に OmiseGO ブロックチェーンチー
ムは、初期からイーサリアムコミュニティに関わっており、2015 年以来、Omise の一員と
してプロジェクトを推進してきました。ライトニングネットワークを産み出したことで知ら
れる Joseph Poon は OmiseGO ホワイトペーパーの主要な著者であり、アーキテクチャの仕
様においてチームを先導しています。私たちのテクニカル・アドバイザーにはイーサリアム
創設者の Vitalik Buterin など、ブロックチェーン業界におけるリーダー的頭脳として知られ
ている人々がおり、私たちに助言を提供したりプロジェクト開発に積極的に関わっています
。 
 
 OmiseGO のクラウドセールへ参加し OMG トークンの所有者となることは、今後、分散型
で仲介業者の介在しない決済と価値移転のサービスにおける新しい基準とインフラをどのよ
うにして定めるかにといった議論の一端を担うことを意味します。それはレガシーのシステ
ムをディスラプトし、カードネットワークや分断された銀行、そして資産集約的な金融機関
のような集中型のサービスで見られる独占/寡占の終わりに手を貸すことです。また、トーク
ン所有者には、OmiseGO のプルーフ・オブ・ステークネットワークの稼働に参加し、そこ
で発生するトランザクションの認証からフィーを稼ぐ権利があります。 
 
この文書では OmiseGO の事業に関する情報を提供し、特にエンドユーザーアプリケーショ
ンと開発ロードマップならびに近日中に行われるクラウドセールと OMG トークンの詳細に
焦点を当てます。最終的なアーキテクチャの技術サマリー「OmiseGO: Decentralized 
Exchange and Payments Platform」（OmiseGO:分散型取引所と支払のプラットフォーム）
とともにリリースされます。ホワイトペーパーとクラウドセールの説明ノート、そしてガバ
ナンス関連文書は OMG クラウドセールのウェブサイト(https://omg.omise.co/）で提供さ
れています。 
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プロジェクトの概説 
 
OmiseGOとは？ 
  
 OmiseGO は決済処理業者、ゲートウェイ、そして金融機関間の連携に関する根本的な問
題への答えです。分散型取引所による大量かつ低コストでの処理を可能にすることにより、
OmiseGO は通貨や資産タイプ、国境や企業の台帳を横断して運営される次世代の価値移転
サービスを提供します。OmiseGO ネットワークを通じて誰もが支払い、送金、給与振込、
B2B コマース、サプライチェーンファイナンス、ロイヤリティプログラム、資産管理、トレ
ード、その他のオンデマンドサービス等の金融トランザクションを分散型かつ安価な形で実
行できるようになります。 
 
 その上、世界最大の経済成長が見込まれるアジア太平洋地域の数百万人のメインストリー
ムのユーザーが、法定通貨の利用から ETH や BTC のような分散型通貨に切り替える事がで
きるようになるツールによってエンパワーされます。OmiseGO ネットワークは本質的に法
定通貨か分散型のマネーかについて不可知的です。採用と使用に関して言えば、システムは
ベストな通貨が勝つように構築されています。 
 
私たちのモチベーション 
 
 技術プロバイダーとして、Omise にとってオープンなブロックチェーンとトークンを作成
する主要な価値は、支払や他の形式の価値移転サービスのための未来に耐えうる、かつ幅広
く採用されるインフラの構築です。現行の金融システムにおいて、通貨のようなアセットは
間接所有と遅延する決済といった混乱した網に閉じ込められています。一方の当事者から他
方へのアセットの移転において、しばしば複数の仲介者間でのポイント・ツー・ポイントの
やり取りと重複した台帳を一致させることを必要とします。これは以下を含む様々な面で費
用を押し上げます： 
  

● 時間: アセット移転または支払の決済に何日もかかる 
● お金: アセット移転には複数の中間業者に支払うフィーが伴い、調整に高額の間接費

を要する 
● 透明性: 保留中のトランザクションのステータスやアセットの現在の所有者を知るの

が往々にして難しい 
● セキュリティ: 現行のシステムの複雑さが（情報が最新でない場合）詐欺や二重支払

を防ぐのを難しくしている 
● ファイナリティ: トランザクションを白紙に戻せるかどうかはトランザクションを行

う当事者のビジネス要件よりも送金メカニズムによる。 
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 私たちは、所有権とステータスが単一の共有台帳、または実証可能な形で連携された台帳
のネットワークに記録されているのであれば、これらの問題に取組むことが可能であると確
信しています。OmiseGO のブロックチェーンと相互互換性ネットワークが、金融サービス
間での連携の根本的問題を解決できます。 

  
OmiseGOブロックチェーン 
  
 OmiseGO ブロックチェーンは分散型取引所、流動性提供者メカニズム、クリアリングハ
ウスメッセージングネットワーク、そして資産を担保にしたブロックチェーンゲートウェイ
です。それはスケールするブロックチェーンで、そのプルーフ・オブ・ステーク（PoS）コ
ンセンサスはチェーンがプロトコルで指定されたルールに従って振舞うことを確保するよう
結合されています。ネットワークは相互にリンクされたブロックチェーンの構築を活かした
高パフォーマンスシステムとして設計されています。クリアリングと決済が OmiseGO ブロ
ックチェーンで発生する一方、トランザクションの価値を保護するコストは他の各チェーン
にそれらのチェーンの価値を直接プロモートするような形で、外部化されています。 
  
 OmiseGO ネットワークに関する詳しい情報は“OmiseGO: Decentralized Exchange and 
Payments Platform” （OmiseGO:分散型取引所と支払のプラットフォーム）のホワイトペー
パーで見つけることが出来ます。 
  
OmiseGOホワイトレーベルデジタルウォレットソフトウェア開発キット（SDK） 
  
 OmiseGO ホワイトレーベルデジタルウォレット SDK は、OmiseGO ネットワークの上に
構築される最初のエンドユーザーアプリケーションです。このデジタルウォレットはエンド
ユーザー向けに OmiesGO ブロックチェーンのメリットを活用できる便利なアクセスポイン
トを提供する一方で、同時に Omise がその決済事業をスケールすることを可能にします。こ
のデジタルウォレットは法定通貨に裏付けされたトークンと分散型通貨やプロトコルトーク
ンの直接交換を可能にするでしょう。 
 
「OmiseGO デジタルウォレット」のセクションでアプリケーションに関する追加の情報を
提供しています。 
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OmiseGOの顧客は誰か？ 
 
 OmiseGO は金融(SBI ホールディングス、みずほ銀行、アユタヤ銀行等)、モバイルと e マ
ネー(TrueMoney)、そしてサプライチェーンセクター(現在、非開示）における各グローバル
コングロマリットと、彼らのエンドカスタマーのニーズに対する取り組みにおいて協働して
います。私たちは成功の基準をパートナーのネットワークが成功するかどうかに置いてお
り、デザイン、市場への投入、そして私たちが駆動する全てのソリューションの運営におい
て緊密に彼らと連携しています。当初の取組みとしては設計検討から始まり、ネットワーク
の運用をサポートしていきます。 
  
OmiseGOがマッチするのはどんな時か？ 
  
 企業が OmiseGO の利用を望む理由は数多くあります: 
  

● お金を国内外の両方で素早く動かすため 
● 大きな組織の各部門を横断してアセットをトラッキングするためのセキュアな台帳を

得るため 
● 次世代のモバイルバンキングソリューションを可能にするため 
● 中央銀行通貨を電子的に発行するため、国内の決済システムを改善するため 
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● ブランドのコンソーシアム向けにロイヤルティポイントシステムを構築するため 
● ネットワーク上に複数のウォレットのベンダーをサポートできる電子ギフト券を発行

するため 
  
 OmiseGO ホワイトレーベルデジタルウォレットの良い点は、当社が完全に裏方であるこ
とです。エンドカスタマーは必ずしも利用サービスが OmiseGO によって稼働していること
を認識せず、知っているのは単にそのサービスが機能し、コスト削減、リアルタイムトラン
ザクション、そして柔軟性の点において恩恵を受けていることだけです。 
  
 OmiseGO はまた、メインストリームのエンドカスタマーにとって、ブロックチェーンと
暗号通貨技術全般への最初の接点となります。OmiseGO によりエンドカスタマーは今や、
コンフォートゾーンから直接分散型通貨と関係する手段を持ちます。行動の変化を一切強制
しないフレンドリーなデジタルウォレットのインターフェースを通じ、ユーザーは ETH や
BTC のような分散型通貨を含む、どの通貨でもお金を送金する自由を体験できます。 
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私たちについて 
  
Omise Holdings Pte. Ltd. (「Omise」) 
  
 2013 年に創業された Omise は、タイ、日本、シンガポール、そしてインドネシアに拠点
を持つ決済会社で、周辺のアジア太平洋の国々への速やかな拡大の計画を持っています。私
たちの使命は「オンライン決済を誰にでも利用可能にする」ことです。2016 年 11 月、
Omise はフォーブス誌で「フィンテックロックスター」として取り上げられました。Omise
の成功の秘密は、顧客が持つ本当のビジネスニーズの理解とそれに対する、正しくセキュア
な形でのソリューションの提供です。短期間で Omise は、6,000 以上のマーチャントに対し
てより良いデジタルマネーとクレジットカード決済の導入をサポートしました。 
 
 私たちは人材と企業文化こそが成功に貢献する最も重要な要素であると信じています。自
社の技術、ビジネス、そしてマーケティングスタッフが Omise チームとして一丸となり、顧
客の抱える問題の解決とイノベーションの推進に取組んでいます。現在、OmiseGO チーム
と合わせて、Omise ファミリーは正社員数で 100 人を越えました。 
  
Omise の実績の詳細な情報は www.omise.co をご覧ください。 
 
OmieGOの創業 
 
 2015 年、Omise 傘下として、ブロックチェーン技術により企業が持つ実世界の支払いの
ニーズを解決する方法を探るために Omise ブロックチェーン研究所が作られました。その間
の研究とテストの後、リアルタイムの取引と決済サービスを可能にする、アクセスが容易で
インクルーシブな金融テクノロジープラットフォームを構築するという使命を持ち、
OmiseGO Pte. Ltd.を設立しました。 
 
OmiseGO ネットワーク上で稼働する最初のアプリケーションである OmiseGO デジタルウォ
レットは、ユーザーに便利なアクセスを提供する一方で、Omise がその決済事業を未来に向
けてスケールする事を可能にします。この取組みは Omise にとって優先事項であり、ビジネ
スの中核である決済事業そのものの成功にとって最も重要であると見なされています。その
ため、私たちはビジネスとプロダクトにフォーカスした経験豊富なチームを組織し、バック
アップしています。 
 
イーサリアムとブロックチェーンのコミュニティ 
 
Omise はイーサリアムとその一連のテクノロジーの可能性を強く信じており、2015 年のイ
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ーサリアム財団の DEVGRANTS イニシアチブに資金協力しました。また、ライトニングネ
ットワークのイーサリアム版である Raiden の開発に資金を提供しました。私たちのチーム
はまた、Hydrachain Golem、Tendermint、そして Cosmos などの多数のエキサイティング
なブロックチェーン技術と協働していました。OmiseGO で、これらの新たな開発を皆が最
大限利用できるよう、あらゆる形で返還できることを楽しみにしています。 
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OmiseGOデジタルウォレット 
 
デジタルウォレットとは何か？  
 
 デジタルウォレット、または SVF(Stored Value Facility)はユーザーが自身のお金を、支払
いや固定されたビジネスの取り決めに基づく送金のような未来のオンライン取引のために保
管できる一種のプリペイドのアカウントです。OmiseGO デジタルウォレットはセキュアで
リアルタイムなピア・ツー・ピアの価値の交換と支払のサービスを、法域や組織の部門そし
て法定通貨と分散型通貨を横断して不可知的に可能にする、メインストリームデジタルウォ
レットと暗号通貨ウォレットのベストな組み合わせです。OmiseGO のユーザーは誰でも、
支払い、送金、給与振込、B2B コマース、サプライチェーンファイナンス、ロイヤリティプ
ログラム、資産管理、トレード、その他のオンデマンドサービス等の金融トランザクション
を完全に分散型かつ安価な形で実行できるようになります。 
  
デジタルウォレットでのやり取りの壁を壊す 
 
 OmiseGO は直接イーサリアムのメインネット、そしてイーサリアムスマートコントラク
トと統合するブロックチェーンを構築することにより、デジタルウォレットのやり取りにお
ける組織の壁を壊す事を目指します。コンピューティングインフラストラクチャの歴史は、
オープンなシステムやネットワーク上への構築がビジネスの成功のために必要な効果を生み
出すポテンシャルを持っていることを証明していると考えています。ミッドマーケットとブ
ティック型金融サービス業界には、デジタルウォレット「フィンテック」に対する強い関心
があります。法定通貨と他のデジタル資産（例えばロイヤルティ、ゲームのポイント、航空
会社の「マイル」）を保持するモバイルアプリケーションは幅広くな採用されていますが、
連携に関して大きな障壁に直面しています。 
 
 私たちは現在の「フィンテック」を取り巻く一般化された説明とデザインは、現行の銀行
システムのディスラプトに届かず、これらのデザインはレガシーの銀行インフラそのものと
比較して相互運用性において劣ると確信しています。これまで、ほとんどのアジア太平洋地
域の大手携帯電話キャリアによってサイロ化されたデジタルウォレットが発行されてきまし
た。一部の国々では、インターネット企業とソーシャルメディアアプリケーションが市場に
参入しており、航空会社、小売、物流、エンターテイメント、さらには医療業界でもデジタ
ルウォレットが作成されています。しかし依然として、デファクト（事実上のスタンダー
ド）となっているサイロ化された非常に競争の激しいアプローチが、現在もデジタルウォレ
ットプロバイダー間の相互運用性の欠如、限定的なマーチャントプール、そして出入金の際
の高額の手数料を発生させています。これらを解決するためには、フィンテックコミュニテ
ィには新しいアプローチが必要です。 
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なぜ Omiseなのか? 
 
 決済プロバイダーである Omise にとっては当然のことですが、私たちの事業が市場にお
いて常に先行し続けるには、これから主流となるかも知れない「あらゆる」ポピュラーなデ
ジタルウォレットプラットフォームをサポートしなければなりません。 私たちのビジネス顧
客は、選択された決済方法に関わらず彼らのエンドカスタマーのニーズが満たされているこ
とに確信を持っていなければなりません。 
  
 Omise は現行のカード処理業者やクリアリングハウスと同様の中央集権型のデジタルウォ
レットのインフラを開発することができますが一方で、単一の会社が提供するシステムへの
移行に関してステークホルダー間で合意に至ることは非常に困難です。オープンソースソフ
トウェアと同様に、参加者が単一のベンダーへの信頼を要請されない、オープンで分散型の
システムの開発では一層の信頼を得られます。私たちはこの方法がこのプラットフォームに
より大きな普及をもたらすと確信しています。OmiseGO は、オープンソース文化ととも
に、分散型メカニズムがそれらを置き換えるであろうことを理解しながら、中央集権型のメ
カニズムを用います。このように私たちはベストなソリューションはオープンなデジタルウ
ォレットのスタンダードとして OmiseGO の開発をすることを決断しました。私たちはこれ
を利用可能な最も柔軟性が高く、実績のあるブロックチェーン技術であるイーサリアムの上
に構築します。 
 
 OmiseGO のコアソフトウェアは、基本的なエンドユーザーホワイトレーベルデジタルウ
ォレット SDK(ソフトウェア開発キット)を含め、無償で提供されます。私たちの収益モデル
はバリデーション・フィーと自身で一部トークンを保持すること、そして前述した決済事業
の成長、それからインターチェンジ・ネットワークのネットワーク効果が生み出す長期的価
値の組み合わせとなります。また、OmiseGO ブロックチェーンサービスを実装する企業向
けにコンサルティングサービスを提供することも視野に入れています。このフレームワーク
は「フィンテック」領域で求められているリーダーシップを提供するだけでなく、様々なス
テークホルダーシステムを取り巻く新たなビジネスモデルに対するフレームワークを提供で
きると考えています。オープンなイーサリアムネットワークを背景としたトークンとブロッ
クチェーンを構築することで、現代社会における金融の連携に関する諸問題を解決する方法
を示していきます。 
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OmiseGOの市場機会とユースケース 
  
ネットワークレイヤー 
 
 OmiseGO のネットワークレイヤーにおいて、トークン所有者はインターチェンジの支払
いと分散型取引所のトランザクション手数料を得る資格があります。「オンチェーン」の活
動は、ネットワークの認証をするためにトランザクション手数料をトークン所有者に支払い
ます。 
 
追加の情報についてはトークンのメカニズムのセクションを参照下さい。 
 
デジタルウォレットアプリケーション  
 
 OmiseGO は価値を持つアセット（通貨、ロイヤルティポイント、またはゲームポイン
ト）が様々な形で移動するのを可能にするため、仲介のレイヤーとそれに伴う複雑さを排除
します。これにより新しいタイプの金融と価値交換のサービスの可能性を開きます。 
 
 OmiseGO は、アジア太平洋地域におけるデジタルウォレットインフラの需要を念頭に、
すでに、OmiseGO ネットワーク内でデジタルウォレットによる取引を可能にするシステム
を開発しています。デジタルウォレットユーザーは多様な支払い、送金、そしてその他の形
式の価値交換においてシームレスな体験をすることができます。一方で、ウォレットサービ
ス提供者には様々な業界や市場向けに決済ソリューションを強化、追加、そしてカスタマイ
ズする柔軟性を提供します。 
 
 デジタルウォレット提供者を通過する全てのトランザクションは OmiseGO ネットワーク
上で実行され、全てのネットワークユーザーによって分散型通貨は法定通貨とともに自由に
トレードされます。 
 
利用ケース 1: 決済と送金 
 
 決済向けデジタルウォレット市場は 20221までに 3 兆 1400 億米ドルに達すると予測され
ており、この市場の半分はアジア太平洋地域に存在します。OmiseGO は東南アジアのタ
イ、インドネシア、ベトナム、カンボジア、フィリピン、そしてミャンマーに 2000 万人以
上のアクティブユーザーを持つ大手電子マネープロバイダーである TrueMoney と協働する

                                                 
1Zion Market Research report “Mobile Wallet Market (NFC, Remote Wallet) for Retail payments Vending machines Public 
transportation, Restaurants and other application - Global Industry Perspective, Comprehensive Analysis, Size, Share, 
Growth, Segment, Trends and Forecast, 2016 – 2022” 
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ことにより、すでにこの巨大な市場に参入しています。TrueMoney デジタルウォレットのエ
ンドユーザーは OmiseGO と統合することで、リアルタイムのローコストな送金、国際送
金、そして小売や公共料金の支払いを実行することができるようになります。また、
OmiseGO ネットワークに加入している他のデジタルウォレット提供者（「ブランド」）と
やり取りすることが可能になります。 
 
 決済や送金に OmiseGO デジタルウォレットを利用する主なメリットは、顧客にとっての
アクセスのしやすさです。銀行口座はいりません。決済と送金は 24 時間 365 日、リアルタ
イムで利用可能です。ウォレットのエンドユーザーは急速に増加している Omise マーチャン
トとクライアントのネットワーク（6000 以上のタッチポイント）を活用できます。これはた
びたびデジタルウォレットの採用を制限する流動性と消費チャネルの問題を解決します。全
体として、目標は店頭やエージェントのような様々なチャネルを通じ、プラットフォームの
内外での資金管理を可能な限り便利にすることです。 
 
 加えて、価値のあるデジタルウォレットには、直感的なユーザーインターフェースを備え
た複数のウォレットを横断する相互運用性の高い機能を持っていなければなりません。この
アプリケーションは SMS やデータトラフィックのような常にオンになっている機能を利用
できます。OmiseGO は世界のどこからでもウォレットからウォレットへの送金を可能に
し、シンプルな請求書支払いメカニズムも同じように可能とします。 
 
 さらに、プライバシーとセキュリティはこれまで以上に顧客にとって重要なポイントで
す。スタンダードな OmiseGO ウォレットは許可されていないデータの改ざんや開示に対す
る防止機能がビルトインされ、データコントロールを提供します。 

 
利用ケース 2: ロイヤルティとリワード 
 
 2021 年までに、ロイヤルティとリワードの市場は 45 億 9000 万米ドル2に達すると予測さ
れています3。これまで以上にモバイルを基盤とする顧客のライフスタイルは、企業を顧客体
験を改善するためのイノベーションへと駆り立てています。そうでなければ遅れを取ってし
まいます。ロイヤルティプログラムは多くの業界で顧客の興味喚起と関係構築において重要
な役割を果たしています。 
 
 顧客の観点からは、複数のプログラムのポイントをそれぞれ独立して管理することは面倒
であり、実際にはリワードの価値を損なうものです。市場調査によると、顧客の 61%はポイ
                                                 
2 Markets and Markets report “Loyalty Management Market by Type of Solution (Customer Loyalty, Employee Retention, and 
Channel Loyalty), Deployment Type (On-Premises and On-Demand), Organization Size (SMEs and Large Enterprises), 
Vertical, and Region - Global Forecast to 2021" 
3 Retail & Ecommerce article “What It means to Bring Loyalty to Mobile Wallets” 
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ントやマイルを換金して彼らのモバイルウォレットから直接商品購入時の支払いに利用する
ことを望んでいます。それとほぼ同数が、単一のアプリから全てのアクティブなロイヤルテ

ィプログラムへアクセスしたいと回答しました 4。 
 OmiseGO ネットワークは、単一のプラットフォーム上での複数のロイヤルティポイント
通貨の即時換金と交換のためのソリューションを提供します。全てのポイントが一つの「ウ
ォレット」に保管されるので、顧客はもはや各プログラムのオプション、制限、そして換金
のルールを気にする必要はありません。 

 企業から見ると、異なるロイヤルティプログラムを横断する直接の相互運用性は、ポイン
ト販売と増分収益の発生における共同ブランドのカードとパートナーシップへの依存を回避
することができます。OmiseGO プラットフォームで企業はロイヤルティパートナーシップ
を複雑さやプログラムのコストを増すことなしに高速で追加、保持することを可能にしま
す。堅牢で摩擦のないロイヤルティプロバイダーのコンソーシアムは、より多くの換金オプ
ションにつながります。例えば自身のロイヤルティプロバイダーのコンソーシアム
（Forex）を形成し、トレードのルールを設定することができます。 

 OmiseGO デジタルウォレットでは、簡単に登録、ポイントの送金、キャッシュからポイ
ントへの交換（とその逆）、店内あるいはオンラインでの換金、そしてコンテクストマーケ
ティングが全て可能で、顧客と企業にとってロイヤルティネットワークの価値をより高めま
す。それは業界（例えば小売、旅行、ホテル、保険）に依存せず、狭く定義されたワンサイ
ズのプログラムや顧客に負担を強いる換金プロセスから抜け出すのことを可能にします。 

利用ケース 3: ゲーム発行者とプラットフォーム 
 
 モバイルケームまたはゲーミングプラットフォーム業界では現存するデジタル「ウォレッ
ト」の例がたくさんあります。デジタルウォレットとして規制されていませんが、実装のさ
れ方はとても似ています。ゲーム内トークンは、電子アセットとしてアプリ内でしか使用で
きない、あなたのアカウントの残高やお金の表現に過ぎません。 
 
 ゲーミングマーケットプレイスと発行者は今も、顧客へのシームレスなゲームクレジット
の購入体験の提供において困難に直面しています。多くの場合、顧客はゲームクレジットの
購入方法が存在しない法域に居住しているか、取引を促進するクレジットや銀行口座を持っ
ていないことがあります。OmiseGO を利用すれば、ゲーム発行者がネットワーク経由の直
接購入を認めることが可能です。発行者は通常の収益を継続してマーケットプレイス上で回
収することが出来ます。ゲーミングマーケットプレイスと OmiseGO ネットワークの統合の
組み合わせのオプションはゲーミング市場において、これまでよりもっと大きなユーザーベ
ースへの扉を開きます。 
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 同様に、ゲーム内コンテンツ/通貨に関する決済において、顧客が法定通貨をゲームアプリ
ケーションに移動できないという課題があります。いくつかの通信企業（電話会社）が、顧
客がモバイルクレジットを支払い手段として使用できるオペレーターによる直接の請求によ
ってこの問題に取り組もうとしました。ただし、この仕組みは多額の費用がかかり、ゲーム
発行者と顧客の双方にとっての柔軟性がありません。OmiseGO はゲーム内での購入をサポ
ートするためにブロックチェーンが持つ力を利用し、複数の地域の通信会社と私たちのネッ
トワークでのゲーム内購入のソリューションを設計、展開する取り組みを始めました。 
 
利用ケース 4: メッセージングとコミュニケーション 

 
 メッセージングとコミュニケーションサービスは、インターネットの多大な恩恵を受けて
いる領域です。彼らの成長は著しく、様々な形で電話会社に影響を及ぼしています。これら
のメッセージングとコミュニケーションプラットフォームの流通ポテンシャルは圧倒的で、
数億人の月間アクティブユーザーに達しています。現在、これらのプラットフォームは統合
されたエコシステムとなることを志向しており、多くがサービスのメニューを拡大して金融
商品を含めようとしています。OmiseGO チームはすでに、グローバルメッセージングサー
ビス一社と彼らのプラットフォームの拡大を実現するサポートの話を進めています。このパ
ートナーは OmiseGO ネットワークを以下のように活用することに関心を持っています： 
 

● マイクロ取引: 現状では、メッセージングとコミュニケーションサービスを横断した
マイクロ取引は不可能か、非常にコストがかかります。これを回避するために、
OmiseGO でブランド固有の電子通貨の発行を行います。それにより、アプリ内のマ
イクロ取引活動が数分の一のコストと時間で可能になります。 

● 真にオープンな内部経済を作る: 現行のエコシステムトークンには本質的価値はな
く、アプリ内のみ、あるいはアプリの統合されたパートナーを通じてプロダクトやサ
ービスと引き換えるための約束された価値しかありません。アプリ内トークンを暗号
通貨に変えても、本質的にそれは変わりません。ただし、メッセージングサービスに
とって、OmiseGO を通じ、単に自身の通貨を持つだけでなく、複数のチェーンやプ
ラットフォームを横断してトレード可能な通貨を持つことができます。 

● 便利なキャッシュイン・アウト: 金融プロダクトを提供したいと望むメッセージング
サービスはユーザーがデジタルアプリケーションから入金・出金する簡単な方法の特
定を含む、他のデジタルサービスと同様の困難に直面するでしょう。OmiseGO はデ
ジタルウォレットのチャージと出金をサポートするチャネル（ユーザータッチポイン
ト）を持っています。 
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ロードマップ  
 
財務 
  
 OMG クラウドセールは 2500 万米ドル（ETH 建て）にキャップ(上限)されています。調達
された資金の過半はオープンソースソフトウェアの開発に用いられます。全体としての資金
の使用はネットワークとエンドユーザーアプリケーション開発 f 対して 2 対 1 の割合です。 
 
 

 
 
 
ネットワークとアプリケーション開発 
 
 資金は、EVM(イーサリアム仮想マシン)と連携する、イーサリアムネットワーク上でも稼
働するよう設計された、完全に分散型のプルーフ・オブ・ステークシステムの開発に用いら
れます。また、OmiseGO ネットワークで稼働する最初のアプリケーション、ホワイトレー
ベルデジタルウォレット SDK（ソフトウェア開発キット）の構築にも使用されます。
OmiseGO ネットワークの仕様は OmiseGO：分散型取引所と支払のプラットフォーム のホワ
イトペーパーに記述されています。 
  
法務と監査のコスト 
  
 法的要求事項としては開発、運営、そして事業チームのための、私たちの取組みの最初の
フェーズにおける 2 つの法域での法人の設置が含まれます。これらの法域はバンコク（開
発、運営、ビジネス）とポーランド（開発）にあります。他のコストはライセンス料、監
査、そしてターゲット市場の規制要件に基づく、デジタルウォレット、海外送金、請求書支
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払い、そして他の金融サービスのコンプライアンス費用が含まれます。現在まで、OmiseGO
は Camford Law 事務所とクラウドセールの条件とガバナンスの作成に取り組み、完全なビ
ジネスコンプライアンスを確保しました。また私たちは、将来の問題に備えて法務の臨時費
（クラウドセールのターゲット金額の約 5%）を確保しました。 
 
事業開発とマーケティング 
  
 事業開発チームは、既に SBI ホールディングス、みずほ銀行、そしてアユタヤ銀行をはじ
めとした大手グローバルならびに地域の銀行、TrueMoney のようなモバイルと e マネーサ
ービスプロバイダーと、デザインと OmiseGO サービスの提供における協働を始めています
（まだ開示できませんが、他の銀行や通信会社とも話が進んでいます）。また、いくつかの
地域の国のコングロマリットと、サプライチェーンファイナンスとロイヤルティプログラム
向けデジタルウォレットソリューションの実装のサポートの契約を締結しました。私たちの
取組みの最初のフェーズでは、これらの現行のビジネスとの合意と関係を洗練・実施してい
き、新規のパートナーやクライアント向けオリエンテーションにも注力していきます。 
 
 マーケティングでは、カードネットワークをディスラプトし伝統的な銀行システムを回避
する潜在力を含む、OmiseGO ネットワークの持つ力へのユーザー認知を生み出すことに注
力します。分散型の OmiseGO ネットワークが完全稼働する前でも、パートナーやクライア
ントと緊密に連携してブロックチェーン技術の教育を提供し、新しい金融ツールの開発とテ
ストへのさらなるサポートを促していきます。 
  
私たちの開発アプローチ 
  
 ほとんどのブロックチェーンプロジェクトにとって最も困難な挑戦の一つは、テクノロジ
ーを実際の顧客へ結びつけることです。同時にそれらについて強固なビジネスケースを構築
することです。OmiseGO では、私たちの持つ電子決済業界での経験が適切な知識の足がか
りを私たちにもたらしてくれただけでなく、私たちの仮説をテストする非常に大きな基盤を
提供してくれたと確信しています。これによってプロジェクトデザインと長期的な方向性に
関する適切な決定が可能となりました。 
 
開発チーム 
  
 OmiseGO はオープンソースコミュニティプロジェクトです。私たちのチームはコアのネ
ットワークとホワイトレーベルデジタルウォレットウォレット SDK を開発し、それは
GitHub で提供されます。外部のプルリクエストは適切にレビューされ、いつでも開かれてい
ます。よって、サードパーティは彼らのソリューションの開発において、私たちと協働し
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て、既存の OmiseGO プラットフォーム上で、または当社のコアの拡張を通じてソリューシ
ョンを開発することができます。 
 
 OmiseGO 開発チームは、決済と銀行サービス関連の専門知識を活用するため、Omise エ
コシステム全体と緊密に連携します。 
 
事業チーム 
  
 私たちは開発者の意見は必ずしもユーザーの課題やニーズと一致せず、理論が現実と大き
く異なることを認識しています。。OmiseGO ネットワークの設計中、私たちのチームはア
プローチの検証と精緻化のため、事業開発とソリューションのコンサルティングに大きく重
点を置いています。 
 
 OmiseGO プロジェクトの発展において、事業チームはプロダクトの改善に利用できる価
値あるフィードバックを返す一方で、ユーザーテストを促進するため、開発チームと緊密に
連携します。関心のあるユーザーや開発者は私たちに連絡してβテストに参加し、プロダク
ト改善のアイデアを提供し、また OmiseGO ネットワークの上に自身のアプリケーションを
開発することもできます。GitHub、Reddit、そして Slack 経由で公開フォーラムを提供、維
持します。 
 
開発ロードマップ 
  
 オンライン決済事業における Omise の成功を通じて、私たちは「時は金なり」であること
を理解しています。市場やクライアントは完全無欠な技術ソリューションが開発されるまで
待ってくれません。従って、ユーザーの素早いソリューションの市場化ニーズと私たちの
OmiseGO ネットワークの長期ビジョン達成の両方を満たすことをを可能にする開発ロード
マップを策定しました。 
 
ステージ 1 
 
OmiseGO ホワイトレーベルウォレット SDK プロトタイプ 
 
 開発者や管理者をターゲットにした最初のウォレット SDK プロトタイプがアンドロイド
と iOS 向けに提供されます。ゴールは、IT 部門の誰もが、あるいは事業開発の一員や管理者
が SDK をダウンロードしていくつかのキーやロゴを挿入し、ほんの 10 分から 15 分で実際
に稼働する「ブランドの付いた」ウォレットを試すことができることです。 
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プロトタイプワークショップ 
 
 私たちは特定のユーザーのニーズと利用ケースへの取り組みにおいてプロトタイプをテス
ト、精緻化し、主要な機能を特定するため、継続して企業クライアントやパートナーと協働
します。これらのケースは必要に応じて、開発の優先順位付けにフィードバックされます。 
 
ポーランドの開発チームをスケールする 
 
 私たちはイーサリアムとアプリケーション開発者のチームを拡大しています。2015 年以
来、ポーランドの開発チームと共同で取り組んできました。これから先、この接点と経験を
用いて、開発チームのスケールアップを予定しています。 
 
ステージ 1.2 
 
OmiseGO ホワイトレーベルウォレット SDK のローンチ 
 
 完全な機能を備えたウォレット間送金と請求書の支払い、加えてチャージと出金のオプシ
ョンについてデビットカードとクレジットカードとの統合（例：ATM、OmiseGO パートナ
ーやマーチャントの店頭でオーバー・ザ・カウンター）が可能なウォレット SDK をローン
チ、、そして Omise 決済ゲートウェイとの統合を行います。 
 
OmiseGO によってホスティングされるサーバノード 
 
 ブロックチェーン上でのストレージはとても高価で、主に ID、残高、そして取引履歴のよ
うな情報の正確性の検証に使われるべきです。OmiseGO によってホスティングされるサー
バ（Coinbase や PayPal に類似）はセキュアでコストパフォマンスの良いストレージを組み
合わせた一般的なデータベースのレイヤーです。自身のエコシステム内で取引されるウォレ
ットトランザクション向けに、金融機関によって利用されることができます。そのような機
関は、ユーザーの資金を保管できる、あるいは機関を横断した連携がすぐに懸念要因になら
ない中央集権型の台帳を望むかも知れません。このホスティングされるサーバノードは公開
ブロックチェーンと互換性を持つよう構築されており、（コードは ETH によってホスティン
グされるウォレット向けに利用できるようになります）分散型ウォレットは 2018 年の開発
スケジュールで、インターチェンジにおいてこれを置き換えるでしょう。 
 
分散型クロスウォレット決済のためのフレームワーク 
  
 詳細なシステムのアーキテクチャと（オンチェーントランザクションを含む）OmiseGO
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ネットワーク上の分散型クロスウォレット決済のデザインは、技術とビジネスのコミュニテ
ィからのフィードバックを基に最終決定されます。 

 
ステージ 1.3 

 
ピア・ツー・ピア SPV「ライト」モバイルクライアントをローンチ 
 
 機能には、台帳の検証と中央集権型/ホスティングされたウォレットサーバに依存しない
（フルノードのみに依存）ユーザーの資金の残高の保持が含まれます。ホスティングされた
アプリのフロントエンドは SPV クライアントとの完全な互換性のため更新されます。 
 
オープンソース中央集権型取引所（分散型の資金保管） 
 
 私たちは、（単に分散型の資金保管、または単なるオフチェーン分散型取引所ではなく）
完全に分散型のオンチェーン取引所の最終ビジョンに沿った、すでに開発された中央集権型
取引所とクリアリングのソリューションの開発、または適用に注力していきます。 
 
 ホスティングされたインターチェンジとクリアリングを開発し、インターチェンジの認証
でトランザクション手数料がトークン所有者に支払われることができるシステムを準備する
さらなる取組みが行われる場合があります。最初のテストフェーズの間、OmiseGO はより
大きいシェアを持つ（が認証手数料を受け取らない）認証者を稼働するかも知れません。最
終の展開においては、これらは除かれます。 
 
 
ステージ 2 
 
OmiseGO 分散型取引所(DEX) 
 
 これはプルーフ・オブ・ステークブロックチェーンとステークトークンである OMG を含
みます。他の機能としては: 
 

● 中核のコンセンサスルールが統治する分散型取引所 
● ティッカープライスを要する ETH コントラクトについて SPV 証明を利用する能力 
● 実行がスマートコントラクトの終了と同期するスマートコントラクトを作成できる 
● 裏付けのトークンとして ETH と結合、そしてスマートコントラクトの施行 
● デジタルウォレット向けにインターチェンジの決済 
● 決済チャネルサポート 
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● バッチ実行エンジンと注文書 
 
注文の目隠し 
 
 私たちは、トランザクションの機密性を推奨し市場操作のシステミックリスクを低減する
ため、目隠しされた注文/コミットメントを出すことが可能なシステムを開発し、重要なパフ
ォーマンスの犠牲を払わずにネイティブに匿名でパーミッションレスなネットワークで実装
されるよう改善を行います。 
 
ビットコイン（とビットコインに類似の）クリアリングハウス 
 
 ビットコインやビットコインに類似のブロックチェーンが、OMG チェーンによって施行
されイーサリアムメインネットスマートコントラクトによって裏付けされる（これらのトー
クンの）外部結合を通じて分散型取引所に参加することが可能となる構造を開発する予定で
す。（カウンターパーティチェーンの採掘者によるチェーン攻撃から保護するため）SPV 証
明を利用するよりもむしろ、クリアリングハウスシステムはビットコインがプロトコルトー
クンの各ブロックチェーンで分散型でトレードされるのを可能にするよう、新しいライトニ
ングチャンネルの構造と結合された情報のリリースを利用します。 
 
ステージ 3 
 
 さらなるプルーフ・オブ・ステークの研究を実施し、クロス・ブロックチェーンの用途向
けにイーサリアムスマートコントラクトをスケーリングするためのコアコンセンサスメカニ
ズムを開発します。 
 
OmiseGOエコシステム開発ファンド（「OmiseGOファンド」） 
 
 Omise は 2015 年から イーサリアムÐΞVgrants プログラムを支援しており、結果として
イーサリアムのエコシステムに恩恵をもたらした数多くのイニシアチブを間近に目撃してき
ました。私たち自身も、ライトニングネットワークのイーサリアム版である Raiden の開発
での私たちの役割を通じて、その恩恵を享受しています。コンセンサスが参加者によって決
定されるパブリックネットワークなので、パブリックの参加者はネットワークに大きな影響
を持っています。OmiseGO チェーンの分散型の開発に資金を提供することはその成功の一
助となります。これらの資金は、目標をさらに進めるためにコミュニティ開発の主要なゴー
ルであるオープンソースプロジェクトに重点を置きます。。さらに、トークン所有者は異な
るオープンソースの実装を実行できるため、より多くの開発のステークホルダーからの貢献
でネットワーク内のより広範なエコシステム（そして多様な開発プロセスを持つ能力とその
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一層の容易さ）を後押しします。 
 
 OmiseGO エコシステム開発ファインドを通じ、このエコシステムの成長を今後も支援し
たいと思います。私たちは、コミュニティの改善、そして研究開発に向け、OmiseGO ネッ
トワークとイーサリアムコミュニティの長期的成長に資するイニシアチブの支援を目的に、
私たちの資源の一部を割り当てます。具体的には： 
 

● OmiseGO ネットワークの実現における当面の必要性を超えた、PoS と ETH コントラ
クトをブロックチェーンを横断してスケーリングするためのコアコンセンサスメカニ
ズムのさらなる研究開発。企業や個人、組織に配分された資金は採用、リソース配
分、OmiseGO のプロジェクトのゴールに資する研究開発を行うチームの開発に使用
することが意図される。堅牢なプルーフ・オブ・ステークコンセンサスメカニズムに
おけるイノベーションの一層の研究は OmiseGO にとって必要な研究開発の領域で、
分散型取引所のスケーリングに直接適用可能である。  

● OmiseGO ネットワークとイーサリアムエコシステムへの貢献に興味がある開発者
に、完成へ向け彼らのプロジェクトに時間を費やす機会を提供する。 

● コアソフトウェアに貢献するプロジェクト、その開発プロセスまたは OmiseGO エコ
システムの各主要部分（共通サービス、API、ABI) 。 

● 他のコミュニティや一般の人々へのサポート活動を増加する。私たちはまた、ブロッ
クチェーン領域での技術または資金のサポートを求めているテック系スタートアップ
企業への資金提供の機会を検討する。OmiseGO ファンドは主流のイノベーションが
ブロックチェーンコミュニティに統合される事をより簡単にする強力な手段足りうる
と、私たちは考えている。 

● パブリック OmiseGO ネットワークに貢献する、マーケティングと将来の候補者の採
用へのリソースの割当。 

● 資金は（以下だけに制限されないが）専門的サービスや設備への支払い、協働のワー
クフローの一部として発生した費用の支払い、プロジェクトメンバーのコストをカバ
ーする支払い、ブロックチェーン決済の開発のための公共財の作成に使用できる。 
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トークンメカニズム（OMG） 
 
 OmiseGO プラットフォームとベースのネットワークが発展・進化するにつれ、OMG トー
クンの性質や役割も進化します。 
  
 OMG は OmiseGO チェーン（「OMGchain」）のローンチまで、スタンダードなイーサリ
アム ERC20 トークンとなります。OMGChain がローンチすると、ERC20-OMG は減価さ
れ、保持者は新しいネットワークの同等トークンへと移行されます。これはトークン保有者
が ERC-20 トークンのバーン（焼却）を選択することによって達成されます。その理由は機
能面からです：OMG の主要な機能は OMGChain で起こるトランザクションの認証なので、
OMG がそこに「居を定める」ことは理にかないます。 
  
 OmiseGO はイーサリアムメインネットに価値をもたらすパイプとなります。なぜなら
OMG の価値は OMGchain で取引された、外部の現実世界のお金と OMGchain の分散型取引
所を通り抜ける暗号通貨の両方（他の分散型取引所の要件をアウトソーシングするアプリケ
ーションを含む）の金額の価値に裏付けされるされるからです。これは ETH/ERC20 と BTC
間ならびに BTC に類似のコインのゲートウェイとしての役割を持ちます。これは世界の多く
の流動性プールを統合し、認証者の証明の確認（proof-checking）経由でイーサリアムを通
じて流すことができます。 
 
 私たちはオープンな各ブロックチェーン（イーサリアムメインネット）によって裏付けさ
れるオープンブロックチェーントークンはエンタープライズブロックチェーンへの道である
と考えています。オープンなシステムに裏付けされない、完全にプライベートなブロックチ
ェーン技術は連携の問題を解決しません。OMG トークンは、このネットワークの運営にお
いてトランザクション手数料を生み出すトークンを作ることによって、社会がマーケットニ
ーズを解決し、一連のビジネスプロセスを実行することを可能にします。 
 
OMGトークンセール 
  
 OMG トークンセールに関して、貢献者(コントリビューター)は OMG クラウドセールのウ
ェブサイト（omg.omise.co）で新着情報や発表を受け取ることができます。OMG セールの
期間は 2500 万米ドル相当の ETH トークン（イーサリアム）が調達されるまで、あるいは最
大 1 ヶ月間（クリエーション期間の最大期間）のどちらか早い方です。 
 
 このイベントがスマートコントラクトの要件を満たさない場合、各ユーザーはそれぞれの
スマートコントラクトのシステムのアドレスからスマートコントラクトシステムに提出され
た ETH の金額を送金に用いられたアドレスに転送されます。 
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資金調達 vs 機能 
  

● フルノードクライアントを含むブロックチェーンの構築と展開 
● 分散型の資金保管を構築、展開 
● ホワイトレーベルウォレット SDK 
● ホスティングされたサーバノード 
● オープンソース中央集権型取引所（完全な保管を行わない） 
● 分散型クロスウォレット決済ためのフレームワーク 
● ピア・ツー・ピアの SPV「ライト」モバイルクライアントをローンチ 
● オンチェーン分散型取引所 
● BTC クリアリングハウス 
● ライトニング流動性プロバイダー 
● OmiseGO エコシステム開発ファンド 

  
トークンの配分 
  
 クラウドセールの期間中（「OMG トークンクリエーション期間」）、合計 2500 万米ドル
（最大ローンチ数量）相当の、価値も機能も同等の OMG がスマートコントラクトによって
生成されますが、パブリックおよびプライベートな配布の両方向けにスマートコントラクト
によって異なるプールへと分割されます。 
  
パブリック 
  
(i) セール[発行された OMGの 65.1％] 
  
 OMG の多くの部分がセールでリリースされます。最大 2500 万米ドル相当が販売されま
す。 
 
(ii) エアドロップ[発行された OMGの 5%] 
  
 OmiseGO チェーンが共生関係を持つイーサリアムメインネットとの利益一致を推奨する
方法として、ETH ステークホルダーに対し OMG トークンの 5%をエアドロップします。こ
れは私たちの PoS ネットワークの認証者の多様性とバランスをプロモートするでしょう。エ
アドロップはクラウドセールが終わった後に行われます。セールのための資金を求める方法
としてではありません。エアドロップに関するさらなる情報は説明ノートとガバナンス条項
で見つけることが出来ます。 
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プライベート 
  
(iii) OmiseGO引当金[発行された OMGの 20%] 
  
 将来のコストとプロジェクトの開発と実行の一部としてのネットワーク認証への利用のた
め、スマートコントラクトによって OmiseGO に直接リリースされます。これらの OMG は
スマートコントラクトの機能を通じロックされ、クリエーション期間からの一年間、
OmiseGO によって取引されることができません。 
 
(iv) チーム[発行された OMGの 9.9%] 
  
チームメンバーと、アイデアや支えとなる構造、そして OmiseGO プロジェクトの実際の実
装の開発に取り組んだ主要な貢献者のため、予約されます。これらの OMG は 1 年間ロック
されます。 
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チーム 
                      
リーダーシップ 
  
長谷川潤（CEO、創業者）と Don（COO、共同創業者）は 15 年以上に渡って様々なベンチ
ャー事業を共にしてきました。彼らの長期ビジョンと共同オーナーシップによるチーム構築
の哲学により、Omise Co. Ltd.は過去数年間のスケールに成功しました。OmiseGO の創業に
おいて長谷川と Donnie は再び彼らの哲学を採用し、経験豊富な技術、ビジネス、そしてプ
ロジェクトフォーカスのチームを集めました。彼らのブロックチェーン技術への感心は、イ
ーサリアム財団とオープンソース開発の推進における協働を彼らが始めた 2015 年に始まり
ました。当時他にそのような取り組みを行っていたメインストリーム企業はマイクロソフト
と 万向集団だけでした。 
 
長谷川潤、CEO、Omise と OmiseGO の創業者 
 
Omise を創業する前、長谷川は日本で、主に電子商取引、ライフログ、モバイル決済、そし
て決済インフラの領域で一連のテック企業の創業に関わりました。彼は 16 年以上に渡るウ
ェブとプロダクトデザインにおけるプロとしての経験をもたらし、過去に日本の Alpha-do 
Inc.で管理職の地位にいました。 
 
長谷川は現在アジア各国でエンジニアとビジネス人員の国際チームを率いており、インドネ
シア、シンガポール、そしてマレーシアで会社の拡大の準備を進めています。彼はあらゆる
人々へオンライン決済をもたらすことに情熱を持ち、彼のチームにも同様な情熱を持つこと
を促しています。 
 
Ezra Don Harinsut、COO、Omise と OmiseGO の共同創業者 
 
Don は国際貿易管理者および国際貿易調整担当者として、リーダーシップのポジションでの
プロフェッショナルとしての実績があります。彼の業界経験は、12 年以上に渡る通信業界と
金融技術業界を含みます。彼のキャリアにおいて、日本の通信最大手、NTT での 2 つの大き
なプロジェクト、中国、タイ、そしてベトナムでの生産管理に関わりました。 
 
彼はイノベーティブな企業家精神を金融技術セクターにもたらし、タイの業界を革新、新し
いベンチマークを確立しています。マーケティングとスタートアップの世界でのダイナミッ
クな経験を持つ Don は、会社を良い時も逆境の時も導き、また会社の成長を支え、日本、イ
ンドネシア、マレーシア、そしてシンガポールへのグローバル展開も率いました。 
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Vansa Chatikavanij、マネージング・ディレクター 
 
Vansa はダイナミックなエンジニア、経済学者、そして社会科学者のチームを率いてグロー
バル組織に求められる結果をもたらしてきました。前職の世界銀行グループでは、10 億ドル
規模の、金融インクルージョン、インフラ投資、そして環境と社会開発の領域にまたがる国
際開発プログラムの展開においてチームを導きました。彼女は、南アジアと東アジアの新興
市場の各国、バングラデシュ、カンボジア、インド、モルディブ、ラオス人民解放軍、ミャ
ンマー、パキスタン、そしてベトナムで国際的な経験を持ってます。現在、Vansa は世界銀
行グループ、Loxley Public Company Ltd、Sky Visual Imaging Venture のアドバイザーを務
めています。 
 
OmiseGO では、彼女は効率的なプロジェクトのデリバリーの確保、長期ビジネス戦略の確
立と実現、事業開発、そして提携に責任を負っています。 
 
Wendell Davis、プロダクト・デザイン 
 
ブロックチェーン領域での内外の技術のビジョナリー、そして創業者/起業家として、
Wendell は OmiseGO においてイーサリアムと分散型ムーブメント全体をつなげる重要な役
割を担っています。  
                                                                    
彼の過去の取り組みには最も初期の使いやすいビットコインウォレットの一つだった Hive、
オープンソースの WebVR 開発プラットフォーム Vizor、オンライン音楽制作/マッシュアッ
プコミュニティの Splice、そしてモバイルシェフを買い手とつなげた Kitchensurfing があり
ます。 
 
Thomas Greco、スペシャル・アドバイザー 
  
トーマスは台頭しつつある暗号通貨経済学と暗号通貨社会経済学の擁護者です。彼の
OmiseGO での仕事は、金融と技術における中間搾取のない未来に価値を付け加えることが
出来るソリューションの開発に関わります。彼はまた、 Cosmos/the Interchain Foundation
のアドバイザーを務めており、イーサリアム財団のアドバイザーを務めました。 
 
アドバイザー 
 
Joseph Poon、ライトニングネットワーク共同創造者、OmiseGO の主要著者 
 
Joseph は、ブロックチェーンを用いて決済するネットワークで、クリアリングハウスに完全
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な保管を移譲することなく大量のオフブロックチェーン取引を行うための決済と契約を可能
にする「ライトニングネットワーク」の主な著者です。 
 
Vitalik Buterin、イーサリアム創設者 
 
Vitalik はスマートコントラクトを実行する分散型プラットフォーム、イーサリアムの創設者
です。彼の現在の取組みは、イーサリアム 2.0 のスケーリングソリューション、Casper に焦
点を合わせています。 
 
Vlad Zamfir、Casper(イーサリアム財団) 研究の長 
 
ブラッドはイーサリアムのコンセンサスのコア研究者で、公開ブロックチェーンの経済的安
全の保障を専門としています。 
 
Jae Kwon、Tendermint と Cosmos Network のクリエーター、インターチェーン財団会長 
 
Tendermint と、プライベートブロックチェーンで広く使用されている最初の強いビザンチ
ン障害耐久力（Byzantine Fault Tolerance）を持つプルーフ・オブ・ステークコンセンサス
プロトコルの作成に加えて、Jae は同様にビザンチン障害耐久力を持つブロックチェーンの
ネットワーク、Cosmos Network のクリエーターでもあります。彼のプルーフ・オブ・ステ
ーク研究は主に BFT、スピード、そして相互運用性の改良を対象としています。 
 
Gavin Wood博士、イーサリアム共同創設者、パリティと POLKADOT 創業者 
 
Gavin はイーサリアムの共同創設者でその「イエローペーパー」の作者であり、また高速で
高度に統合性が高いブロックチェーンクライアントでイーサリアムブラウザ Parity のクリエ
イーターでもあります。また、提案されているウェブ 3.0 ネットワーク Polkadot のクリエイ
ターです。彼のコンセンサス技術の研究は開発と実際の活用に焦点を合わせています。 
 
Martin Becze、wWASM(イーサリアムウェブアセンブリ)のクリエーター、イーサリアムコ
ア開発者 
 
Martin は、高速で効率的な分散型コンピューティングでの利用のため修正されたバイトコー
ドフォーマット eWASM によるスタックのボトムアップのイーサリアムのスケーリング、そ
してコントラクトのための並列化可能なプロセス間のコミュニケーションに取り組むシステ
ムアーキテクトです。 
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Julian Zawistowski、Golem 創業者、経済学者 
 
Julian は分散型経済学の熱心な信奉者で、しばしば「コンピューターのエアビーアンドビ
ー」と呼ばれる分散型の計算能力のシェアリングエコノミー、ゴーレムプロジェクトを主導
しています。 
 
David Lee Kuo Chuen教授、シンガポール社会科学大学(SUSS)定量ファイナンス教授 
 
現役のシンガポール社会科学大学の定量ファイナンスの教授であるデイヴィッドは、Zcash
の投資家で、近日刊行される「Handbook of Blockchain, Digital Finance, and Inclusion」
（ブロックチェーン、デジタルファイナンス、そしてインクルージョンのハンドブック）の
著者です。彼の現在の取組みは、ファイナンシャルインクルージョン導入へのブロックチェ
ーンによるアプローチです。 
 
Pandia Jiang、LinkTime 創業者 
 
パンディアはイーサリアムベースのアプリケーションの開発に注力する LinkTime の創業者
で、また 2017 年のパリでの EDCON 等、中国やその他の国々で業界のコンサルティングと
トレーニングのイベントを組織しています。 
 
Calvin Soh、戦略的広告とマーケティング 
 
カルビンは戦略的広告の専門家で、キャリアの初期においてフォーチュン 500 企業の取締役
会と仕事をしてきました。彼は 2002 年に Fallon Asia を設立し、最年少の社長とクリエイテ
ィブディレクターとして、会社をユナイテッド航空、シティバンク、MTV、VW アジア等で
の仕事で、国際的な賞の受賞に導きました。2007 年に、カルビンは Publicis Asia で副会長
兼チーフクリエイティブオフィサーの役割を与えられました。カルビンは OmiseGo デジタ
ルウォレットの戦略的市場ポジショニングのガイダンスを提供しています。 
 
Roger Ver、bitcoin.com CEO 
 
Roger は Blockchain.com、Kraken、Purse.io といった初期の bitcoin スタートアップの支持
者であり、Zcash のような革新的なプロジェクトへの投資家でもあります。彼は社会の進展
のために暗号通貨をより身近に、そして社会と結びつけることに熱心に取り組んでいます。 
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